









氏名(本籍) 斉さい 藤とう 孝こう 祐すけ (徳島県)
学位の種類 1専 士(国際政治経済学)






王 査 筑波大学教授 Ph. D. (国際関係) 赤根谷達雄
~IJ 査 筑波大学教授 博士(法学) 首藤もと子
高せ 査 筑波大学教授 法学博士 松関 'ア三じ二?





















































































や軍の公開資料、会計監査院 (GeneralAccounting Office)、議会予算局 (CongressionalBudget 0伍ce)、議会
読査局 (CongressionalResearch Service)の報告書など、膨大な資料を丹念に分析し、冷戦終駕前後の米国の
軍事調達や研究開発について本格的実証研究を行ったことにある。
第三の特徴は、軍備政策上の観点から有用な示唆を行っている点にある。軍拡は、それを促進する要因と
抑制する要因が複雑に連鎖しながら生じるものであること、脅威認識が下がり、財政制約が厳しい時ほど、
研究開発は維持される傾向にあること等、政策上の重要な示唆を含んでいる。
本論文は、独自の研究アプローチと豊富な資料に裏付けられた力作である。冷戦前後の米国の質的軍拡に
ついて、先行研究を十分踏まえ、独自の分析枠組みを用いて、説得的に論証している。このような独創的な
研究は、国際政治学の軍拡理論にも大きな学術的貢献をするものと認められる。なお冷戦後唯一の軍事超大
国である米国の軍拡の研究によって得られた知見が、他国の軍拡の説明にどのくらい適用可能かについては
議論の余地があると思われるが、それによって本論文の学術的価値が損なわれるものではなく、本論文は、
博士学位(国際政治経済学)の申請の要件を満たしているものと認められる。
よって、著者は博士(国際政治経済学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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